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1，455戸(- 1) 
7.267人〈干73)

3，572人〈ー26)

3，695人(-47) 

(52年 4月 1日現在)

村の よ う す

3 

川
辺
小
新
校
舎
完
成

川
辺
小
学
校
の
危
険
改
築
事
業
は
、
郡
山

市
遠
藤
建
築
設
計
事
務
所
の
設
計
、
仙
台
市

の
前
田
建
設
工
業
の
請
負
で
、
昭
和
五
十
一

年
八
月
十
日
着
工
し
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

二
階
建
千
四
百
十
平
方
メ
ー
ト
ル
、

工
費

億
一
千
百
三
十
万
円
の
校
舎
が
五
十
二
年

月
十
五
日
に
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
校
舎
は
、
普
通
教
室
六
、
特
別
教
室

四
(
理
科
・
音
楽
・
家
庭
・
図
書
及
び
各
準

備
室
〉
プ
レ
ル

i
ム
、
そ
の
他
管
理
室
か
ら

な
る
、
近
代
的
な
新
校
舎
が
川
辺
の
高
台
に

建
設
さ
れ
、
元
気
な
児
童
達
が
、
去
る
三
月

十
八
日
に
新
校
舎
に
移
転
し
力
一
杯
学
ん
で

い
ま
す
。

ま
た
、
五
十
二
年
度
に
屋
内
運
動
場
も
建

設
さ
れ
る
予
定
で
す
。

写
真
は
完
成
し
た
新
校
舎
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予
算
議
会
と
も
言
わ
れ
る
三
月
定
例
議
会
は
、
三
月
十
日
か
ら
十
八
日

ま
で
の
九
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
回
は
、
定
例
議
会
で
の
村
長
の
施
政
方
針
か
ら
、
五
十
二
年

度
の
重
点
事
業
の
部
分
を
取
り
上
げ
て
み
ま
し
た
。

3月定例議会

生
活
道
路
を
中
心
に
整
備

昭和52年 4月 1日

一
番
は
、
生
活
環
境
の
整
備
で

あ
り
ま
す
。

そ
の
道
路
の
改
良
整
備
の
促
進

で
あ
り
ま
す
が
、
住
民
生
活
の
基

本
条
件
と
な
る
道
路
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
毎
年
重
点
施
策
と
し
て

実
施
し
、
そ
の
改
良
舗
装
率
を
伸

ば
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
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が
、
ま
だ
ま
だ
低
い
状
態
に
あ
り

ま
す
の
で
、
本
年
度
も
各
種
の
事

業
を
導
入
し
て
財
源
を
確
保
し
、

県
道
、
村
道
、
農
道
、
林
道
等
を

積
極
的
に
改
良
舗
装
す
る
所
存
で

あ
り
、
こ
の
た
め
に
投
入
す
る
経

費
の
総
枠
は
、
一
億
七
千
万
円
巳

の
ぼ
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。

川
辺
に
住
宅
を
九
戸

たまかわ

二
番
は
、
村
営
住
宅
の
建
設
で

あ
り
ま
す
。

豊
か
な
村
の
象
徴
は
人
口
で
あ

り
ま
す
が
、
本
村
の
人
口
は
、
よ

う
や
く
微
増
に
転
じ
、
村
内
企
業

の
発
展
、
通
勤
人
口
の
増
加
等
に

よ
っ
て
世
帯
数
は
年
々
増
加
し
、

広報

住
宅
を
必
要
と
す
る
も
の
と
予
想

さ
れ
る
の
で
、
住
宅
建
設
計
画
を

策
定
し
て
、
今
年
度
は
、
川
辺
小

学
校
跡
地
を
利
用
し
て
、
住
宅
九

戸
を
建
築
し
需
要
に
こ
た
え
る
つ

も
り
で
あ
り
ま
す
。

須
釜
公
民
館
も
建
設

備

三
番
は
、
教
育
文
化
の
充
実
で

あ
り
ま
す
。

そ
の
第
一
点
は
、
須
釜
公
民
館

の
建
設
で
あ
り
ま
す
。
東
西
両
地

域
の
均
衡
と
、
調
和
の
と
れ
た
開

発
と
整
備
は
、
玉
川
村
政
の
重
要

な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
に
本
年
は
、
鉄
筋
コ

y
グ
リ
!
ト
二
階
建
の
近
代
的
な

須
釜
公
民
館
を
、
旧
須
袋
小
学
校

跡
地
に
建
築
し
、
東
部
住
民
の
研

修
、
集
会
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

等
の
利
用
に
供
し
、
社
会
教
育
の

振
興
に
役
立
て
る
考
え
で
あ
り
ま

す。
第
二
点
は
、
川
辺
小
学
校
体
育

館
の
建
設
事
業
で
あ
り
ま
す
。

川
辺
小
学
校
の
建
設
に
つ
い
て

は
、
五
十
一
年
度
に
、
校
舎
二
千

四
百
平
方
メ

l
ト
ル
ム
V
・
新
築
し
、

こ
の
ほ
ど
完
成
を
見
ま
し
た
が
、

さ
ら
に
、
本
年
度
は
、
体
育
館
を

建
設
し
、
近
代
的
な
教
育
環
境
の

整

整
備
を
図
り
、
義
務
教
育
の
充
実

と
、
地
域
の
振
興
に
寄
与
し
た
い

と
存
じ
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
は
、
川
辺
小
学

校
の
校
長
住
宅
も
建
設
す
る
計
画

で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
須
釜
幼
稚
園
の
設
置
で

あ
り
ま
す
。

近
年
に
お
け
る
幼
児
教
育
の
重

要
性
は
、
住
民
の
各
層
に
認
識
さ

れ
て
、
そ
の
強
い
要
請
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
村
も
こ
れ
に
こ
た
え

て
、
保
育
所
の
建
築
、
あ
る
い
は

幼
稚
園
の
設
置
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
本
年
度
は

須
釜
児
童
館
で
運
営
し
て
お
り
ま

し
た
保
育
的
教
育
を
、
正
規
の
ル

ー
ト
に
の
せ
七
、
須
釜
幼
稚
園
と

し
て
、
須
釜
小
学
校
に
併
設
し
、

五
才
児
全
員
を
収
容
し
、
幼
吃
教

育
の
充
実
と
振
興
を
期
し
た
い
と

存
じ
ま
す
。

場

土
地
基
盤
を
整
備

国

次
は
、
農
業
の
振
興
で
あ
り
ま

す
。農

業
、
及
び
食
糧
を
め
ぐ
る
情

勢
は
、
国
際
的
に
も
、
・
国
内
的
に

も
厳
し
い
情
勢
の
も
と
に
お
か
れ

て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
ご
承
知
の

と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

国
民
食
糧
の
安
定
的
供
給
を
使

命
と
す
る
日
本
農
業
の
需
給
度
の

向
上
は
、
今
や
、
国
民
的
課
題
で

あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。

む進A 

玉
川
村
は
、
農
業
を
基
幹
産
業

と
し
て
重
視
し
、
そ
の
生
産
性
を

高
め
、
農
業
所
得
.
の
増
大
を
図
る

た
め
の
、
振
興
施
策
を
積
極
的
に

推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
国
営
母
畑

地
区
総
合
農
用
地
開
発
事
業
、
へ

き
地
農
村
特
別
対
策
事
業
、
村
単

小
規
模
土
地
改
良
事
業
、
非
補
助

土
地
改
良
事
業
等
を
実
施
し
て
、

農
用
地
の
造
成
、
ほ
場
の
整
備
、

か
ん
が
い
排
水
施
設
、
農
道
整
備
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事
業
等
、
土
地
基
盤
の
整
備
を
積

極
的
に
進
め
、
さ
ら
に
、
葉
た
ば

こ
生
産
施
設
、
集
団
桑
園
の
造
成

施
設
園
芸
ハ
ウ
ス
、
防
除
施
設
、

集
出
荷
施
設
等
を
主
産
地
形
成
と

基
幹
作
自
の
近
代
化
を
促
進
し
、

さ
ら
に
、
肉
用
牛
の
増
大
と
老
人

の
生
き
が
い
を
ね
ら
っ
た
、
高
令

者
等
肉
用
牛
飼
育
モ
デ
ル
事
業
、

あ
る
い
は
、
四
辻
に
生
活
改
善
セ

シ
タ
ー
を
新
設
し
、
へ
き
地
村
落

の
拠
点
と
し
て
、
研
修
、
集
会
の

場
と
い
た
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。ま

た
、
減
少
を
続
け
て
お
り
ま

す
農
業
後
継
者
の
育
成
、
あ
る
い

は
、
農
業
団
体
の
援
助
等
を
強
化

す
る
必
要
が
あ
ろ
う
と
老
え
て
お

り
ま
す
。

本
年
度
は
、
待
望
の
林
精
器
製

造
株
式
会
社
玉
川
工
場
も
操
業
を

開
始
す
る
は
ず
で
、
商
工
業
の
発

展
に
つ
い
て
も
、
可
能
な
援
助
を

行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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• 

検
診
を
強
化

予
防

昭和52年 4月1日3 

完成間近い林精器製造紛玉川工場

次
は
、
住
民
福
祉
の
向
上
で

あ
り
ま
す
。

村
民
が
健
康
で
、
安
心
し
て

幸
せ
な
生
活
を
営
む
こ
と
を
保

障
す
る
の
は
、
政
治
の
究
極
の

課
題
で
あ
り
ま
す
が
、
玉
川
村

の
行
財
政
の
能
力
の
許
す
限
り

に
お
い
て
、
福
祉
行
政
の
き
め

細
か
い
推
進
を
図
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
村
民
の
健
康
対

策
と
し
て
は
、
病
気
の
予
防
、

衛
生
、
検
診
、
予
防
接
種
等
の

予
算
を
増
額
し
、
さ
ら
に
、
国

民
健
康
保
険
や
公
立
病
院
の
繰

出
し
を
行
い
、
老
人
、
身
障
者
、

乳
幼
児
、
高
制
医
療
等
の
充
実

を
期
す
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
広
域
簡
易
水
道
へ
の

多
額
な
繰
出
し
、
一
部
事
務
悼
組

合
に
よ
る
、
し
尿
、
ご
み
の
処

理
、
あ
る
い
は
、
危
険
物
の
処

理
、
薬
剤
散
布
、
環
境
衛
生
の

強
化
、
消
防
体
制
と
施
設
の
充

実
等
を
積
極
的
に
図
る
と
と
も

に
、
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
、
保

育
所
等
の
福
祉
施
設
の
充
実
、

子
ど
も
と
老
人
の
福
祉
、
社
会

福
祉
協
議
会
、
及
び
福
祉
団
体

の
育
成
援
助
等
、
住
民
稿
祉
の

向
上
に
役
立
つ
諸
施
策
を
、
き

め
細
か
く
実
施
寸
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。

A 
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村
職
員
の
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人

事

異

動

四
月
一
日
付
で
、
村
職
員
の
人
事
異
動
を
行
な

い
ま
し
た
。
異
動
し
た
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総
務
課

庶

務

係

長

小

針

六

郎

(
総
務
課
財
政
係
長
)

幹

小

山

田

正

高

(
農
委
事
務
局
長
)

事

野

口

庄

嗣

ハ
住
民
課
主
事
)

主
税

主務
課

主
住

国民
保 課
係
長 事

小

針

幸

男

(
産
業
課
主
事
)

小
針
一
一
一

〈
企
画
課
主
事
)

熊

田

富

一

へ
建
没
課
主
事
)

主

事

補

森

博

ハ
就
改
セ
ソ
タ

l
主
事
補
ぜ

建
設
課

管
理
係
長

主

事

岡

部

勝

良

(
建
設
課
主
事
)

草

野

亀

雄

(
企
画
課
主
事
〉

主

事

補

小

針

敬

人

(
産
業
課
主
事
補
)

主

事

世、p、p、-、，、F、F曜、"'"

産
業
課

主

事

溝

井

義

三

〈
税
務
課
主
事
)

主

事

補

対

越

正

広

(
住
民
課
主
事
補
〉

企
画
課

主

幹

大
和
田
義
幸

(
会
計
室
主
幹
〉

矢

部

常

政

へ
建
設
課
主
事
〉

主

事

会
計
室

主

幹

大

木

嘉

彦

(
住
民
課
国
保
係
長
)

事

添

田

チ

ヨ

子

〈
泉
保
育
所
保
母
)

主
須
釜
支
所

支
所
係
長

関

恨

英

夫

(
支
所
主
事
)

議
会
事
務
局

主

幹

真

野

目

喜

正

〈
議
会
事
務
局
長
)

農
業
委
員
会
事
務
局

主

幹

白

旗

幹

雄

(
総
務
課
庶
務
係
長
〉

就
業
改
善
セ

γ
タ
l

主

事

大

和

田

ス

ミ

ハ
須
釜
児
童
館
主
事
〉

す
が
ま
幼
稚
園

保

母

広

川

須

美

子

(
新
規
採
用
〉

矢

部

浩

子

〈
新
規
採
用
〉

保

母

泉
保
育
所

保

母

笠
井
美
紀
子

(
須
釜
児
童
館
保
母
〉

用

務

員

車

田

ト

シ

ヱ

〈
新
規
採
用
〉

川
辺
小
学
校

用

務

員

吉
田
満
智
子

(
新
規
採
用
)

職

退

会
計
室

主

事

補

須
釜
小
学
校

用

務

員

大

橋

ハ

ル

ヱ

母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

用

務

員

添

田 溝

井

淑

子
ナ
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労
働
保
険
の
年
度

更
新
の
お
知
ら
せ

昭
和
五
十
二
年
度
の
労
働
保
険

(
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
〉
の
年

度
更
新
の
時
期
が
参
り
ま
し
た
。

四
月
初
め
に
局
、
県
か
ら
送
付

さ
れ
る
申
告
書
用
紙
と
記
入
要
領

を
よ
く
お
読
み
い
た
だ
い
て
、

『
五
月
十
五
日
ま
で
に
、
自
主
申

告
、
自
主
納
付
』

を
最
寄
り
の
金
融
機
関
、
郵
便

局
、
労
働
基
準
監
督
署
又
は
県
雇

用
保
険
課
に
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
期
日
ま
で
に
申
告
の
で

き
る
よ
う
、
賃
金
台
帳
等
を
整
備

し
て
お
か
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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わが村の予算

9億1干9百70万聞
伸び率 11、89パーセント

52年度

一般会計

今
年
の
予
算
は
ぺ
一
般
会
計

億
ぃ
…
一
千
九
百
七
す
万
再
で
昨

年
対
比
一
つ
八
九
パ
ー
セ
ン

ト
の
伸
び
む
予
算
と
な
り
ま
し

た。
そ
の
中
で
特
に
大
き
な
伸
び

を
一
不
じ
て
い
る
も
の
を
あ
げ
る

と
、
土
木
費
関
係
が
公
営
住
宅

の
建
設
費
む
増
大
な
ど
K
よ
り
、

五
、
一
叩
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
伸
び
て

お
り
ま
す
。

ま
た
盟
保
特
別
会
計
は
昨
年

と
比
較
す
る
と
こ
五
、
七
二
パ

ー
セ
ン
ト
の
棒
、
び
と
な
り
ま
す
む

な
お
、
一
般
会
計
、

の
歳
入

歳
出
の
内
訳
は
、
次
の
グ
ラ
フ

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

52年度一般会計予算
訳 訳内出歳内歳入

57，500千円

31，284千円

(3.3%) 

(3.5必〉
3，735千円

村民税
24，185千円 (22.8%) 

村
税
の
内
訳

く55.7%) 59，022千円定資産税

練入金払835千舟(1.7劣〉52年度扇民健康保険特別会計予算その穐 2，069手持 (0.9的

歳
入 題民健康保険税 86.319千円<37.3竹(6 0.1 Pぢ〉139，021千円国庫支出

2 3 1，2 4 4千円額総算予
歳
出 (8 8.1 ~話〉2 03，6 1 0千円給付険課

その他忌261千円

(4.0形) 5，357千円 (2.3%)
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受託工事費
610千円
(1.6 %) 

52年度広域簡易水道事業会計予算

一
国
で
は
、
昭
和
五
十
一
年
度
か

一
ら
、
林
業
改
善
の
た
め
、
無
利
子

一
資
金
の
貸
付
制
度
を
創
設
し
、
林

一
業
生
産
高
度
化
資
金
と
し
て
、
回

一
地
問
伐
促
進
資
金
、
間
伐
材
高
度

一
利
用
施
設
資
金
、
林
業
労
働
安
全

一
衛
生
施
設
資
金
と
し
て
、
安
全
生

一
産
施
設
資
金
、
負
荷
除
去
等
施
設

叩
資
金
。

…
ま
た
、
林
業
後
継
者
等
養
成
資

一
金
と
し
て
、
研
修
教
育
資
金
、
林

同
業
経
営
共
同
開
始
資
金
の
六
資
金

一
の
貸
付
を
行
い
ま
す
仏

一
こ
れ
ら
の
資
金
は
、
石
川
地
方

一
森
林
組
合
で
取
扱
っ
て
い
ま
す
の

-
で
、
借
入
希
望
者
は
、
四
月
三
十

-
日
ま
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

年
間
よ
ろ
し
く

各
部
落
区
長
決
る

各
部
落
と
も
区
長
さ
ん
が
改
選

さ
れ
、
新
し
い
区
長
に
次
の
方
々

が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

』

9
0北一柳

高生辺

須

藤

久

雄

柳

沼

邦

三

郎

白

沢

敏

中
岩
法
寺

竜

崎

南
須
釜

北
須
釜

士
口

山
小
屋

四
辻
新
田

小

針

甲

子

男

塩

沢

重

四

郎

小

林

隆

次

吉

村

安

一

石

井

梅

吉

須

釜

定

信

石

森

藤

重

大

和

田

正

林
業
改
善
資
金

が
で
き
ま
し
た

(
無
利
子
〉

な
お
、
く
わ
し
く
は
、
森
林
組

合
、
ま
た
は
、
役
場
産
業
課
へ
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

山
火
事
を
防
ぎ
ま
レ
ょ
う

ー一ーー ，一-~---------一ー 一ー一ー一ー一ーー ・

「
防
犯
の
日

毎
月
十
日
は
、

」
で
す
。

我
が
村
か
ら
犯
罪
や
少
年
非

行
を
な
く
し
、
明
る
い
、
住
み

よ
い
地
域
に
す
る
た
め
、
住
民

の
み
な
さ
ん
の
協
力
を
、
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

て
ち
ょ
っ
と
の
間
で
も
、

家
を
留
守
に
す
る
際
は
、
隣
り

に
、
ひ
と
声
か
け
て
、
鍵
を
か

け
、
戸
締
り
を
し
て
か
ら
留
守

に
し
ま
し
ょ
う
。

二
、
夜
間
お
休
み
前
に
は
、

火
の
元
、
戸
締
ま
り
を
、
た
し

か
め
て
か
ら
、
休
み
ま
し
ょ

。

〉
内
ノ

防

~[! 

三
、
少
年
非
行
も
多
く
な
っ

て
お
り
ま
す
。
特
に
、
シ
ン
ナ

ー
と
か
ポ

γ
ド
遊
び
、
叉
睡
眠

薬
と
か
鎮
痛
剤
遊
び
も
、
流
行

し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
遊
び
を
見
た
場

合
に
は
、
警
察
に
通
報
し
て
く

だ
さ
い
、
悪
の
芽
は
、
小
さ
な

う
ち
に
、
つ
み
と
り
ま
し
ょ

。

〉
円
ノ

四
、
少
年
非
行
の
第
一
歩

は
、
夜
遊
び
、
た
ば
こ
、
酒
か

ら
で
す
。
少
年
に
対
し
て
は
、

の 手をつなぎ非行防止の輪をつく否う

日

常
に
気
を
配
っ
て
く
だ
さ
い
。

五
、
子
ど
も
が
、
池
や
沼
、
用

水
堀
な
ど
で
、
危
険
な
遊
び
と
、

し
て
お
る
の
を
見
た
場
合
に
は
、

み
ん
な
で
注
意
し
、
止
め
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

六
、
明
る
い
地
域
社
会
づ
く
り

を
、
妨
害
し
て
お
る
の
は
、
暴
力

で
す
。
暴
力
犯
罪
を
見
た
場
合

+h
、

一一

O
番
し
て
く
だ
さ
い
。
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昭和52年度授産婦及び乳幼児保健事業計陣表

妊 産婦健康診断日程表

No. ，12，8 たまかわ広報

援護婦検診のようす

年
度
の
、
妊
韓
鰐
及
び
乳
幼
児
検
診
の
計
障
が
次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た

A 

の
で
、
該
当
者
は
全
員
受
診
さ
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
当
日
は
、

て'7

4 

ク
ロ
パ
ス
を
連
行
し
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
場
所
か
ら
ど
利
用
く
だ
さ
い

G

J3 : B 内 廿がを， 地区別
4 マイク口パス運行行程表
: 5 妊 ま謂 検 呈Rふ9、 西部

4 |関脇!: 19 妊 繕 検 也R企t;. 東部

: 10 母親 級と妊競検診 西部
岩法寺大竹好雄宅前 1:00 5 I 

: 17 母親学級と妊婦 i検診 東部 竜崎仁井田栄七喝前 1:10 
: 1 妊 婦 検 s民zジ人 語部 竜崎公民館前 1 : 13 

6 l 中小国間鶴居前 1: 18 i 21 廷 嬬 検 診 東懇
川辺カトヤ商16前 1:25 

: 5 母毅 級 と妊 婦検 診 器部 蒜生パス寄留所前 1:30 1 ; 
1 19 母親 較と妊婦検診 東部
2 

|東部地区|: 2 妊 婦 検 山路2 西部
8 : 

: 16 娃 k講 検 る夜9久' 東部 四辻分校下 1:00 

: 6 母親学級と妊競検診 茜部 :ti井貞一宅前 1 : 15 
s 

母親学級と妊婦検診
北ノ宿十字路 1:20 

;20 東部
奥平ナカヤ商 1:25 

l 4 妊 嬬 検 電~ 西部 北議釜明神前 1:30 
10 : 

: 18 娃 t号 検 E三~、 東部 吉 バ ス 停 留 所 1;35 

~ 1 親 級と妊捧;検診 密部
1時間午後1時-3時まで11: 

母穀 学級と娃綿検診 東部 2場所 忠了まま京協ンター: 15 
a 

3法師長必立岩綿再読より;6 娃 嬢 検 Z紛怠，、 器部
12 : 

i語 検 診 東部
4持参品母子鍵麗手帳

: 20 妊 5診察料無 料

: 10 母 学室長と妊婦 i検診 吾部 部し内容によっては器入負
l' : 

母親学級と妊婦検診 東部 担になるとともあります。: 17 

: 1 妊 主義 検 診 器部
妊鰭検診日 iま

2L ;21 妊 嬬 検 ゑ夜長ふ' 東部 (第1火曜日節3火曜日〉

: 1 母親 設と妊婦検診 活蔀

3[22 母親学級と妊婦検診 東部
園 幽 幽 幽 幽 幽 幽 幽 ' - -

乳 幼児健蔑診断日韓表

J3:日 ずミ P廿売舎 マイクロパス運行行韓表

4 ! 28 乳幼克鍵療相談 四 辻 分 下 12:30 

5 ! 26 乳幼児縫康相談
石井貞二宅前 12:40 

北ノ潜十 字 路 12:45 
6 : 23 乳幼児健農相談 説日;検驚 奥平ナカヤ高16前 12:50 

7 128 乳幼児縫捷診断 北須釜明 神 欝 12:55 
亡Eと3 パス停留所前 1:00 

8 25 乳幼児健康相談 岩法寺 大打喜子雄主義諮 1: 15 
§ 22 乳幼児 健 康 診 断 議崎仁弁田栄七宅前 1:20 

10 i 27 乳幼児擁護相談 説日検査
権跨公民館前 1:22 

中 小山田商16蔀 1:25 
11 124 乳幼児 縫 康 診 断 JII 辺カトヤ商賠訴 1':30 

12 I 22 乳幼克 健 諜 相 践
隷生パ ス停欝所前 1 : 35 

lj26 乳幼児健康診断 1時間午後信1時藤-3時まで

2 ! 23 乳幼児韓農相談 説日検査 2場密母子 センター

3 i 23 乳幼児 鍾 蝶 診 翫
3持参品母子健牒手張

4対象見生後3ヶ月・ 5ヶ月・ 2ヶ月
乳幼児鍵康診新日は(第4木曜日〉 12ヶ月
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利
教
職
員
の
異
動
議

広報

村
内
の
小
中
学
校
教
職
員
に
次
の
と
お
り
異
動
が

あ
り
ま
し
た
。

転

者

浅
川
中宇

陀

明

美

新

任

助

教

諭

影

山

英

子

川

辺

小

須

賀

川

三

中

教

頭

遠

藤

茂

秀

。

入

~ 

No. 1 28 

玉
川
一
小
小
原
田
小

教

諭

吾

妻

仲

介

中
谷
一
小

諸
問
チ
ヱ
子

~ 

。

，ク

昭和52年 4月1日

園
田
・
・
・
・
・
圃
・
・
圃
圃
圃
・
・
・
・
・
・
圃
圃
圃
圃
圃
園
圃
圃
圃
・
・
・
・
園
田
園
圃
圃
圃
圃

7 

。

小
平
小

諭

石

森

節

子

新

任

助

教

諭

柄

沢

節

子

中

須

賀

川

一

中

教

諭

関

根

照

夫

郡
山
四
中

渡

辺

喜

治

小
平
中東

保
書
美
子

中
谷
中岡

崎
富
士
子

石
川
中吉

田

豊

美

新
採
用

教

~ 泉~ 

~ 

。須
釜
中

タタ

~ 

，ク

~ 

松

村

正

炉

教
育
委
員
会

派
遣
社
会
教
育
主
事

田
母
神
盛
宣

転

者

出

日野熱滑須
和木海川賀
田 教 沢 小 小教川
小小タタ 二

頭 諭小

クク玉

小青川

泉津プ
郁五 '1、

子郎

古

川

熱

子

川
辺
小

角

田

芳

男

タ

自
然
を
大
切
に
ノ
.

玉
川
桜
愛
好
会
の
み
な
さ
ん

山桜の木にペンキを塗=5愛好会役員

き
び
し
か
っ
た
冬
も
終
り
、
や

っ
と
桜
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し

た
が
、
こ
の
桜
を
愛
す
る
グ
ル
ー

プ
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う

ミ

O

、刀

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
「
玉
川
桜

愛
好
会
」
と
言
い
、
吉
・
村
幸
雄

(
南
須
釜
)
を
会
長
と
す
る
、
会

員
五
十
名
ほ
ど
の
グ
ル
ー
プ
で

す
。

玉
川
桜
愛
好
会
は
、
山
林
に
た

く
さ
ん
あ
る
山
桜
を
、
一
本
で
も

多
く
保
存
し
よ
う
と
、
所
有
者
に

協
力
を
お
願
い
し
、
他
の
木
と
見

分
け
が
つ
く
よ
う
に
、
役
員
が
黄

色
い
ベ

γ
キ
を
塗
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
本
数
も
今
で
は
、
千
三
百
本

に
も
達
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
山
桜
だ
け
で
な
く
、
会

員
の
わ
ず
か
な
会
費
の
中
か
ら
、

.
「
吉
野
桜
」
の
苗
木
を
買
い
、
各

方
部
の
名
所
、
旧
跡
や
公
共
施
設

な
ど
に
値
え
、
こ
の
本
数
も
、
百

六
十
三
本
に
な
っ
て
い
主
す
。

観
光
資
源
に
恵
ま
れ
な
い
郷
土

を
、
豊
か
な
自
然
と
、
花
の
香
り

高
い
桜
の
名
所
に
し
よ
う
と
、
六

年
前
に
発
足
し
た
こ
の
愛
好
会
の

郷
土
美
化
運
動
も
、
一
般
の
人
々

に
理
解
さ
れ
て
き
た
よ
う
で
す
。

会
長
の
吉
村
さ
ん
は
、
「
皆
さ

ん
の
理
解
あ
る
ご
協
力
を
お
願
い

し
て
、
春
は
桜
、
秋
は
紅
葉
と
、

家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し
め
る
い
こ
い

の
場
と
し
て
、
郷
土
全
体
を
大
自

然
公
園
と
し
た
い
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

瀬大石
川"!:r.:川
中 小 小教

l' /1" 

佐
藤
ノ
ブ
子

宇

佐

見

伝

鋲
各
小八

巻
千
鶴
子

泉
中

橋

本

公

雄

諭

山郡郡
木山山
屋!l~ VI.! 

ク中ク学。中ク
校

， 
" 

武

藤

泰

斉

藤

詔

子

須
釜
中高

矯

一

雄

岩
瀬
中

ん
γ

タ

渡

辺

孝

和

退

職玉
川
一
小

諭

川

島

初

子

査

伊

藤

悦

子

須
釜
小

助

教

諭

佐

藤

京

子

須
釜
中

諭

阿

部

美

智

子

教主教

自
動
車
保
険
請
求
の

石

相
談
所
を
開
設

最
近
、
交
通
事
故
に
よ
る
死
者

は
、
減
少
の
き
ざ
し
を
見
せ
て
い

る
も
の
の
、
交
通
事
故
の
発
生

は
、
お
び
た
だ
し
い
数
に
の
ぼ

り
、
大
き
い
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
社
団
法
人
日
本
損
害

保
険
協
会
に
お
い
て
「
自
動
車
保

険
請
求
相
談
セ

γ
タ

l
」
を
設
置

し
、
強
制
、
任
意
を
間
わ
子
、
自

動
車
保
険
の
請
求
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
セ

γ
タ
I
委
嘱
の
弁
護

土
が
、
毎
週
木
曜
日
に
復
雑
な
法

律
上
の
相
談
に
も
、
お
答
え
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
相
談
料

は
一
切
無
料
で
す
の
で
、
ご
遠
慮

な
く
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
設
場
所

福
島
市
大
町
七

i
二
五

七
ピ
ル
五
階

自
動
車
保
険
料
率
算
定
会

島
調
査
事
務
所
内

福
島
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ

ジ
タ

l

電

話

七
十福

福
島

(
O
二
四
五
)

二
三

l
三
四
七
一

福
島

(
O二
四
五
)

二
一

l
一
二
九
五

弁
護
士
相
談
日

毎
週
木
曜
日十

三
時
!
十
六
時

但
し
、
木
曜
日
が
休
日
に
あ
た

る
場
合
は
金
曜
日

直

通
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4 月 2 1 日 〈木〉 4 13 22 註 〈金〉

}'I 前 9:30，.... 9:50 部辻 午前 9:30，....， 9:45 

tEt3 r 荷 月? 龍 10:20 ........ 10:40 川平、 10:05 --10:10 

役 場 蔀 11 : 00 .......， 11: 20 猿穴、芯弁貞二地前 10:20 '" 10:40 

泉郷駅前第2倉 前 午後 1 :OO，.._， 1:20 山小 公民謡蔀 11:00 11:15 

岩法寺公民館欝 1 :50 --- 2:∞ 支 所 前 午後 1:00，....， 1:30 

議埼 前 2:30...... 2:50 欝宿集会所前 2:∞--2:20 

若三宮宮R主 3:.20 '" 3:30 須釜児叢銭前 2:50 ...... 
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金t .耗

登録手数料 300円
期集合予訪注射粍 650汚

注射済票交付手数料 t50P1合計1.'00円
なお、料金はっち銭等のないようにお緩いします。
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..... 

〉えのなまえ 立、。ラ 主1主;)2主J52 Ra  !穏;fn ::p R s 

J之の体 t在 大 本ド φ a注il2射回'i!'i~. 

上記のとおち前犬の設録をヱ申l諦Eします
昭:j'.a 52 ~手 4L }J 

総万? 玄JIl村大名J，iも察き寸82h7~4@設地

氏 名 }ト山犬

この.:，.を受付に践して下さい

記

入

し

て

下

さ

L

主孟
マラ

地

中今法/'/ /'/ ~ 

北

讃

釜

思

辻

新

田 区
崎

ごお
ざ誕

3い生
すまお
宮すめ
壁で
墨と
かつ
ら

出
鈴古倉務寓渡失

生
鎌木寺林野吹

部

辺

見

沢

と

民

名
洋可治議手ニ敬雄2・

え

一
ご
逝
去
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

地小 JII

-'/ 中

議南

ク
ム
盟
問

今

活

辻

g 
辺高f時釜出

死

亡

者

矢

部

畜
犬
登
録
及
び
狂
犬
病
予
防
注
射
を
実
施

井

棺

木楽

鈴大

越

塩

樺

須森

議

石

井
持

賢務揚浩寿智勇

し

(
三
月
分
の
死
亡
届
脅
か
ら
〉

長

名

ヨ

語
ノ、緊、;1良

. 
コ

ヨ

ノ、

年
令

ネ

内
部
〉

〈
幻
》

男Jレ

〈
制
問
〉

苛

(
8
)
 

満

〈
郎
〉

〈
打
)

〈

m
w
v

エ手定、ノ

ヘ
均
)

(
お
〉

(
h
m
〉

V ナ

保
護
者
名

五

正

秩弥作雄則幸好雄

定敬議事第牽5世
警
主
名

丈

雄

源
一
ニ
部

金

一昔

常光

議 好

長

器

書六

良詩光好




